
 

 
 

最近，窓からのゴミの投げ捨て 

やタブレットの不適切な使用など 

の問題が繰り返し見られます。こ 

のことについて，今朝の生徒朝会 

で，生徒会本部から全校への呼び 

かけがありました。 

「自分たちでこの問題を解決し 

ていかなければならない」「『こう 

いう問題が起こるのには，当事者だけでなく自分たちにも問題がある』と思っている生徒 

もいる」といった話から始まり，大中生が大切にしている「まもるの掟」とも関連付けな 

がら，全校生徒への熱い呼びかけがされました。 
 
 実は，呼びかけをしてくれた小林架輝さんには， 

大形中の現状を変えていかなければならないとい 

う強い思いがあり，21日（月）の朝に校長のとこ 

ろまで相談に来たのです。真剣に話をする彼の姿 

に感動するとともに，この素晴らしい思いをぜひ 

仲間と共有して，より力強く全校に訴える方法を 

考えるようアドバイスしたところ，その日の昼休 

みの生徒会室に，本部の仲間に訴える彼の姿があ 

りました。仲間がその思いに賛同して，今朝の生徒朝会での呼びかけにつながったのです。 
 
 指示を受けて行動することは簡単です。しかし，自ら行動を起こし，仲間とともに問題 

解決を図ろうとする姿勢は，まさに「自治」の姿そのものです。物事を自分事と捉え，よ 

りよい姿を目指して努力する大中生の姿勢に，確かな成長を感じています。  
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 
 
 
 生徒玄関の１年生靴箱の上にある５つの可愛らしいマスコットの 

存在は，全員が知っていると思います。平成 29年度に，生徒会が 

自分たちの学校生活を見つめ，その改善・向上のために力を入れる 

内容を５つの宣言としてまとめたのが「まもるの掟」です。皆さん 

がよく見かけるマスコットは，その５つの宣言に合わせて作成され 

たものです。生徒手帳の P.3～5，P.11にも，これに関連した内容が 

記載されています。 
 
 生徒朝会で，先輩がつくった宣言を 

改めて大事にしようという呼びかけが 

されました。これは，いわば「原点回 

帰」です。月日が経つと意識が薄くな 

りがちになることはよくあることです 

が，先輩の残した思いに立ち帰り，自 

分たちの問題としてこれからの学校生 

活をつくるよりどころとしてほしいと 

思います。 
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問題を解決するために，真剣に話し合う 

生徒会本部の姿に，頼もしさを感じます！ 

呼びかける側も受け止める側も，どちらも真剣です！ 

 

 

「まもるの掟」を改めて意識する！ 

一つ一つのマスコットに込められた思いや決意を，改めて意識しよう！ 

「自治」を目指す姿勢を感じた！ 

まもるの掟 
 
一 物を大切にします 
 
二 「ありがとう」「ごめんなさい」を 

素直に言えます。 
 
三 自分から明るいあいさつをします 
 
四 みんなで協力し合います 
 
五 まじめに掃除します 

 

 

「感染防止」対策の徹底を！ 

 新型コロナウイルスの感染が全国的に拡大してい

ます。学校でも，感染や濃厚接触で欠席する生徒が

少しずつではありますが増加している状況です。傾 

向として，家庭内感染が多く見られますが，感染経

路不明の場合も少なくありません。 

 不要不急の外出を控え，家庭内でも感染防止対策

を講じるなどの対応をお願いします。学校でも対策

を徹底し，生徒の学びの保障に努めていきます。 
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